
















筆者は 2015 年 11月から 2016 年 3月まで、ハワイ大学社会学部に客員として滞在し、いろ
いろな経験を積むことができた。そのうちの忘れられない経験のひとつが、このワカイ議員と



























1885 年から 1894 年まで続く「官約移民」などの言葉を通して、ハワイへの移民がかなり早い
時期になされたこともよく知られている（王堂ほか 1985、矢口 2002）。そして、後述するよう
に、ハワイでは移民一世以降、現在に至るまで沖縄系の移民の活躍が目立つ（Kimura 1988,
Hawaii Nikkei History Editorial Board 1998, Chinen (ed.) 2007, Chinen (ed.) 2012, Tendai
Educational Foundation 2013）。
さて、琉球大学のプロジェクト・チームが最新の研究成果として刊行している『人の移動と
21 世紀のグローバル社会』（全 10巻）の金城宏幸の論考によれば（金城 2013：312）、海外日
系人総数は 2010 年の時点で 335.8 万人、そのうち移住国別には、ブラジルが 186.9 万人、アメ




見てみると、ブラジルの沖縄系は日系全体のうちの 10％で 18.7 万人、アメリカの場合は 8％
で 9.7 万人、ペルーが 70％で 6.9 万人となる。人数と比率から見ると、ブラジル移民やペルー
移民にも着目できることは言うまでもないが、アメリカへの移住者も日系人数、沖縄系人数の
いずれにおいても、第 2位を占める数値である。
それだけではない。分りやすく概数を述べると、日系アメリカ移住者約 120 万の 1割近くの
10 万人が沖縄系であり、かつそのうちハワイ在住者が約半数を占めて 5 万人余り（沖縄系を






おり、人数別にみると、1位が広島県（4,715 人で全体の 24.1％）、2位が山口県（3,918 人で


































































する処置」をとった（高倉 1986：80）。そして 1879 年には武力を背景に「廃藩置県」を敢行
して沖縄県とし、「琉球処分」を完成させた。ここから、近代沖縄は 1945 年の敗戦までの苦難
の一段階を経ることになった。
そして、1945 年 4月 1 日に始まった悲惨な沖縄本島の戦闘を挟んで、沖縄からは戦前のみ
ならず、戦後も数多くの出移民が生まれることになったのである。先述したように、沖縄から
のハワイ移民は 1900 年にオアフ島に上陸したが、戦後も沖縄からのボリビア移民（とくに琉























日系人の強制収容はすぐに開始されるが（Falgout and Nishigaya (eds.) 2014）、とくにアメリ
カで生まれた日系二世たちにとっては、「生みの国」と「育ちの国」の狭間で悩むことになる









どしてヨーロッパで大活躍しGo for Broke で知られた「第 442連隊」戦闘団（渡辺 2009）、も
うひとつは主にイタリアで活躍した「第 100歩兵大隊」、そして最後が「アメリカ陸軍情報部」
（MIS: Military Intelligence Service）などの通訳兵（Interpreter）と翻訳兵（Translator）か




心となって、「日系米国人版戦争体験収集事業」が進められ、2014 年の末から 2015 年の初め
にかけて、沖縄、横浜（JICA横浜）、東京でシンポジウム（「日系二世ウチナーンチュが見た
戦中、戦後」）や成果報告展が開催された。
とくに 2014 年 12月に沖縄で開催されたシンポジウムには、タケジロウ・ヒガ（元アメリカ
陸軍情報部通訳兵：1923 年生まれ）やヨシノブ・オオシロ（元アメリカ軍対敵諜報部通訳兵：
1928 生まれ）の両氏がパネリストとして報告したようだ。また、成果報告展は、2016 年 2月
には、先述のハワイ沖縄センター（HOC）でも開催された。そこには、シンエイ・ギマ（元
アメリカ陸軍情報部通訳兵：1925 年生まれ）も参加し、さらに HOC の他の会合にはロバー




















































櫻澤 2015）。1945 年の 6月には沖縄戦が終わり、1946 年には北緯 30 度以南の諸島は日本から
68
分離され、アメリカの直接的統治下に置かれることとなった。そして 1953 年には奄美大島が、






































年生まれの奥さんは東京都世田谷区出身。1997 年にハワイに移住してきた。この 2 人とも戦
後移住者＝「新移民」（新一世）である。ちなみに、奥さんは 1999 年から 2015 年までハワイ
の日本語 AMラジオ局のアナウンサーをしていた。こうした話題性もあって地元の邦字新聞









大会を開催する（新垣 2004、宮内 2013）。直近では、国外から 5千人を超える規模で 2011 年







Worldwide Uchinanchu Bisiness Networkである）を立ち上げた18)。筆者は、そのHUB 時代
からの創設の中心メンバー、ロバート・仲宗根氏（1938 年生まれ）および現在の事務局を
担っているロバート・アラカキ氏（1956 年生まれ）の 2人に 2016 年 2月と 3月に複数回会っ
てお話を伺った（以下、敬称略）。ここでは結論だけを述べると、当初は中国系の世界華商大














を志している若者であった。そのCH君には 2度ほど会い（とくに 2016 年 3月 6 日）、お話を





与してきているとのことである。彼は、2014 年度に沖縄の県費留学生として琉球大学で 1 年
間、日本語も学んでもいた。
上記の大会の開催主体は、一般社団法人「世界若者ウチナーンチュ連合会」（World Youth
Uchinanchu Association：略称WYUA）である。2011 年に結成され、上述のように 2012 年
にブラジルで第 1回大会が開催された後は、ロサンゼルス、ドイツのデュッセルドルフ、マニ
ラと続き、2016 年秋には沖縄で第 5回大会が開催予定である。ホームページによれば（http:






























刊行しており、そしてその翌年の 2013 年、「琉球民族独立総合研究学会」（ACSILs: The
Association of Comprehensive Studies for Independence of the Lew Chewans）を共同代表と
して立ち上げている。こうした動きは、社会学的に見れば、ひとつの社会運動であると捉える
ことができるだろう。この学会パンフレットには、「琉球の島々に民族的ルーツを持つ琉球民



































































2) この出会いは、ハワイ大学社会学部での国際会議（Transnational Activism and Social Innovation in East

















身者は 5.7 万人、数だけなら広島・熊本に次ぐ 3位だが、県の人口比では広島 3.88％、熊本 4.78％に対し













11) 2016 年に入っても、たとえば、Preserving and Presenting Uchinanchu Identity in the Diaspora: The
Evolution of Okinawan Clubs in Hawaiʻi and Brazil や Prostitution Issues in Post-War Okinawa:
Structuring Division and Possibility of Solidarityといった公開セミナーが開かれている。さらにハワイ大
学には 1976 年に設立されたCenter for Oral History (COH）があり、前述のHOCと密接な関係にあるハ
ワイ沖縄連合会（Hawaiʻi United Okinawa Association: HUOA）と協力して、移民からの聞き取りに基づ



































14) 日テレ NEWS24 の 2015 年 2月 21 日に放映された「母国と祖国 日系 2 世兵士の見た“沖縄戦”」という


















17) 金城（2008：87）によれば、第 1回大会は海外から 3,397 人、以後第 2回が 3,409 人、第 3回 4,025 人、第
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